
京都府生物多様性地域戦略の改定等に関する専門委員会 議事要旨 

 

１．開催日時 令和４年 12月 14日(水曜日）午後１時から３時 30分まで 

 

２．場所  オンライン会議 

 

３．出席者 

【委員】 佐久間委員、竹門委員、西田委員、細谷委員、深町委員（計５名） 

【事務局】 松山技監、後藤自然環境保全課長、その他関係課員 

【傍聴者】  １名 

 

４．議題 

（1）座長の選出について 

（2）審議事項 

京都府生物多様性地域戦略の中間見直しについて 

（3）その他 

 

５．議事概要  

 （1）座長の選出について 

委員の互選により細谷委員が座長長に選出された。 

 （2）審議事項 

京都府生物多様性地域戦略の中間見直しについて 

 

（主な意見） 

森里川海のつながりの回復による多様な生態系の保全 

➢ 特定の場所における対策だけでなく、森川里海のつながりを考慮した広域的

な保全等取組が必要。そのためには環境部局がイニシアチブをとり関連部局

で連携し取組を実施することが重要 

➢ 行政の関係部局が所管している法令で、どの場所で何が出来るか整理すると

良い。地図上におとして見える化すれば、連携すべき道筋が明らかになる 

➢ 環の公共事業がほとんど機能していない。アユモドキの事例もあり再検証が

必要。 

➢ 戦略に記載されている取組のほとんどが環境部局のものであり、他部局の取

組が少ない。農林部局や建設交通部局でなど他部局の取組を盛り込み全体で

地域戦略を動かす流れを作らなければいけない。 

➢ 再エネ事業や温暖化対策などで生物多様性に対してマイナスになっている

ものがある。生物多様性保全との共生が出来る枠組みを作っていただきたい。 

 



人の積極的な関与による里地域の再生 

➢ エコツーリズムについて、様々な動きが出てきており、取組を拡張しても良

いのでは。 

➢ 里地域の再生が防除に偏っており、地域づくりが弱い。文化に関する記述が

何もないのも気になる。 

➢ 鳥獣害対策をもう少し幅広に書いても良い。 

➢ 利用の観点をいれるべき。農業など農林水産部との連携が 1つの柱になり得

る。 

➢ 里地域の再生だけではなく、活用も大事であり、目標の項目の再検討が必要。

自然の資源を活かした伝統文化、暮らし、年中行事などを応援していくこと

が重要 

➢ 高齢化により里山の維持管理が難しくなっている。これらの支援を考えてい

く必要がある。 

➢ 陸に関する記載に比べ、海に関する記載が少ない。 

 

早期対策による外来生物の脅威の排除 

➢ 外来種に関心のある学生は多く、ネットワークを作っていく。人材育成にも

繋がる 

➢ 外来種対策は、何処で何のために実施するのかを明確にすることが必要。そ

れがなければ外来種＝悪という安易な方向になる。指針や計画があれば良い。

対策を実施すれば生物多様性が向上するということが記載されていない。他

の保全施策とセットで進める必要がある。 

 

生物多様性を未来に受け継ぐための知見の集積、人材育成 

➢ 標本の保管管理事業をキーワードとして進めるということをいれて欲しい。

先日視察した静岡県「地球環境史ミュージアム」では、遊休施設である学校

を利用し標本を収集していた。京都府でも低額の予算で出来るはず。 

➢ 標本やデータベースを整理整頓しリビジョンしなければ京都府の生物多様

性の知見は継承されない 

➢ プラゴミ問題なども生物多様性に関わってくる。食ロスなど他の取組の計画

や目標と整合性をとりながら戦略の中で位置付けていくと良い。 

➢ 若手向け研修はすばらしく、目標に入ると良い 

➢ どのような情報を収集できるかが重要。開発時のモニタリング調査、文化的

な活動、市民団体から得られる情報など、関係機関とのネットワーク機能を

強化いただきたい。 

➢ 国費や府費で行われた環境調査については、府民に還元していくことが重要

であり、それらの情報を未来に残すことが博物館やセンターの役割 

➢ 地域戦略に SDGsをどうからめるか検討が必要。 



 

行動目標や数目標について 

➢ 数値目標としては、30by30は重視する必要がある 

➢ グリーンインフラ、道路や公園整備に関する指標があれば良い。 

➢ 推進員やネットワーク加盟団体などについて活動状況を把握し活性化につ

なげることが重要 

➢ 自然公園の利活用については、ビジターセンターのなどの訪問者数だけでな

く、ホームページの閲覧数やプログラムの登録数などにより、関心を持つ人

を幅広く把握出来る形にすると良い。 

➢ 個体数や生息の有無など生き物そのものの指標が作れないか。象徴的なもの

があれば、一般が理解しやすい。 

➢ ビジターセンターのような拠点の数などを新しい指標とするのも良い。 

➢ 生物多様性の価値が高い場所をホットスポットとしてピックアップし活用

した事業を実施していくのも良い 

 

（3）その他 

きょうと生物多様性センターについて、進捗状況等を報告 


